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 令和６年度第１１回総会 

（開始時刻９時３０分） 

 

事務局（足立事務局長） 

 それでは、ただいまから総会を始めさせていただきます。 

 本日の委員の出席状況でございますが、委員総数１８名のうち、本日出席の委

員は１８名、欠席委員はございません。 

 したがいまして、「農業委員会等に関する法律第２７条第３項」の規定に基づ

き、本日の総会が「成立いたしますこと」をご報告申しあげます。 

 それでは、山田会長からご挨拶を賜りまして、そののち、「下関市農業委員会

総会会議規則第６条及び第７条」の規定に基づき、議長である会長の「開会の宣

告」ののち、お手元の総会次第に従いまして議事を進めさせていただきます。 

 それでは、会長、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

議長（山田会長） 

 （会長挨拶） 

 先ほど、事務局から報告がありましたように、本日の総会は成立いたしますの

で、「令和６年度第１１回定例総会の開会」を宣告します。 

 それでは、議事に入ります前に総会会議規則第１９条第２項の規定に基づき

まして私のほか２名の委員が署名することとなっておりますので、私の方から

指名させていただきます。 

本日の総会の議事録署名委員に、議席番号１２番、坂田謙祐委員と、議席番号

１３番、伊田喜弘委員のご両名を指名させていただきます。よろしくお願いいた

します。 

それでは、議事に入ります。日程第１「議案第１号 農地法第３条第１項の規

定による許可について」をお諮りします。 

それでは、事務局の説明を求めます。 

 

事務局（藤山事務局長補佐） 

ご説明いたします。以降、着座にてご説明いたします。 

総会議案書１ページをお開きください。１番、申請者、土地の所在等は、議案

書に記載のとおりでございます。登記地目は、田１筆で、面積は、３，４４０㎡、

位置図は４、５ページ、公図は、６ページをご覧ください。申請地は、下関市役

所豊田総合支所から北西へ、約２．１ｋｍに位置している過去に農業公共投資の

対象となった農地です。 

申請理由は、県外に居住しており耕作及び管理ができない譲渡人の要望に、前
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耕作者である譲受人が応じ、農業経営の安定を図るものでございます。申請地は、

譲受人の自宅から、    の距離に位置しており、譲受後は、引き続き水稲を

栽培する予定で、売買による所有権の移転となっております。 

１ページに戻りまして、２番、申請者、土地の所在等は、議案書に記載のとお

りでございます。登記地目は、田２筆で、合計面積は、５，２７４㎡、位置図は

７ページから１０ページ、公図は、１１、１２ページをご覧ください。申請地は、

下関市役所豊浦総合支所から北東に約２．２ｋｍと２．４ｋｍに位置している、

過去に農業公共投資の対象となった農地です。 

申請理由は、耕作及び管理ができない譲渡人の要望に、前耕作者である譲受人

が応じ、農業経営の安定を図るものでございます。申請地は、譲受人の自宅から、        

約   の距離に位置しており、譲受後は、引き続き水稲を栽培する予定で、贈

与による所有権の移転となっております。 

総会議案書２ページをお開きください。３番、申請者、土地の所在等は、議案

書に記載のとおりでございます。登記地目は、田２筆で、合計面積は、２，７０

６㎡、位置図は１３、１４ページ、公図は、１５、１６ページをご覧ください。

申請地は、下関市役所長府支所から北西へ、約１．８ｋｍに位置している農業振

興地域内白地の農地です。 

申請理由は、管理ができない譲渡人の要望に、譲受人が応じ、経営規模拡大を

図るものでございます。申請地は、譲受人の自宅から  、譲受後は、キャベツ

や大根等の野菜を栽培する予定で、売買による所有権の移転となっております。 

２ページに戻りまして、４番、申請者、土地の所在等は、議案書に記載のとお

りでございます。登記地目は、田１筆で、面積は、８９９㎡、位置図は１７、１

８ページ、公図は、１９ページをご覧ください。申請地は、下関市役所長府支所

から北西へ、約１．８ｋｍに位置している農業振興地域内白地の農地です。 

申請理由は、管理ができない譲渡人の要望に、譲受人が応じ、経営規模拡大を

図るものでございます。申請地は、譲受人の自宅から  、譲受後は、キャベツ

や大根等の野菜を栽培する予定で、贈与による所有権の移転となっております。 

２ページに戻りまして、５番、申請者、土地の所在等は、議案書に記載のとお

りでございます。登記地目は、田４筆で、合計面積は、５，５９５㎡、位置図は

２０、２１ページ、公図は、２２、２３ページをご覧ください。申請地は、下関

市役所豊田総合支所から南へ、約１．６ｋｍと１．７ｋｍに位置している、過去

に農業公共投資の対象となった農地です。 

申請理由は、耕作の意思がない譲渡人の要望に、令和５年まで譲受人の弟が耕

作し購入予定であったことから、この度の申請に至ったものでございます。申請

地は、譲受人の自宅から、      の距離に位置しており、譲受後は、水稲

を栽培する予定で、売買による所有権の移転となっております。 
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総会議案書３ページをお開きください。６番、申請者、土地の所在等は、議案

書に記載のとおりでございます。登記地目は、田４筆、畑１筆で、合計面積は、

４，７８２㎡、位置図は２４、２５ページ、公図は、２６ページから２９ページ

をご覧ください。申請地は、下関市役所豊北総合支所田耕支所から南東へ、約４．

２ｋｍに位置している、過去に農業公共投資の対象となった農地です。 

申請理由は、不動産会社の仲介により申請地の近くに位置している宅地とあ

わせて申請地を取得し、新規に農業を始めるものでございます。なお、譲受人は、

農業の経験はございませんので、近隣の農業者３名が指導にあたります。申請地

は、譲受人の自宅から      、譲受後は、水稲やトマトやピーマン等の野

菜を栽培する予定で、売買による所有権の移転となっております。 

３ページに戻りまして、７番、申請者、土地の所在等は、議案書に記載のとお

りでございます。登記地目は、畑３筆で、合計面積は、１，０７１㎡、位置図は

３０、３１ページ、公図は、３２ページをご覧ください。申請地は、ＪＲ山陰本

線黒井村駅から北北西へ、約１．４ｋｍに位置している、農業振興地域外の農地

で、申請理由は、不動産会社の仲介によりこの度の申請に至ったものでございま

す。申請地は、譲受人の自宅から      の距離に位置しておりますので、

軽トラックで通作し、譲受後は、さつまいもやジャガイモ等の野菜を栽培する予

定で、売買による所有権の移転となっております。 

各譲受人は、農地を効率的に利用し、耕作に必要な労働力、農業用機械を所有

しており、周辺農地の農業上の総合的な利用の確保に支障が生ずる恐れがない

ことから、農地法第３条第２項各号に該当しないため、許可基準を満たしている

と考えられます。 

以上でございます。 

 

議長（山田会長） 

事務局の説明が終わりましたので、質疑の前に担当委員からの現地調査結果

の報告をお願いいたします。 

なお、説明に当たりましては、個人情報保護の観点から直接個人名を使わず、

譲渡人、譲受人等の表現で報告をお願いします。 

それでは、１番の案件につきまして、議席番号１５番、藤本康洋委員、報告を

お願いいたします。 

 

藤本康洋委員 

議席番号１５番、藤本です。１番の案件について、ご報告いたします。令和７

年２月５日、農業委員２名、事務局職員１名で現地確認を行いました。詳細につ

いては、事務局の説明のとおりです。 
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 譲受人は、隣の地区で４０年以上、農業経営をされており、今回の農地も以前

より譲受人が利用権設定により耕作されており、現地確認時もよく管理されて

いました。今後も農地を効率よく管理すると思われ、問題ないと思われます。 

ご審議のほど、よろしくお願いします。 

  

議長（山田会長） 

続きまして、２番の案件につきまして、議席番号９番、石田安男委員、報告を

お願いいたします。 

 

石田安男委員 

議席番号９番、石田です。２番の案件について、ご説明いたします。令和７年

２月４日、農業委員２名、事務局職員２名で現地確認を行いました。内容は、事

務局の説明のとおりです。 

申請地は、ＪＲ川棚温泉駅から川棚クスの森の方へ２ｋｍ程度上った所です。

譲渡人は、昨年、相続をしたが、耕作及び管理が出来ないため、譲渡すこととし

たもので、今まで利用権設定で耕作していただいていた譲受人にお願いしたも

のです。譲受人は、譲渡人から譲渡の申出があり、農業経営を安定させるために

これに応じたものです。 

譲受人は認定農業者で、機械設備は全て装備しています。申請地は自宅から 

１ の距離にあり、耕起から収穫までの一連の作業を夫婦で行います。 

贈与による所有権の移転で取得するものです。何ら問題はないと思われます。 

ご審議のほど、よろしくお願いします。 

 

議長（山田会長） 

続きまして、３番及び４番の案件につきまして、議席番号５番、田﨑育子委員、

報告をお願いいたします。 

 

田﨑育子委員 

議席番号５番、田﨑です。３番の案件について、ご説明いたします。令和７年

２月４日、農業委員２名、事務局職員２名で現地確認を行いました。申請地は、

長安線沿いの勝山と長府の境目あたりにあります。申請地は田ですが、この辺り

はシカや猪が出るため柵や檻があちこちに設置されていました。譲渡人は管理

が出来ないことから、譲受人に申し出たもので、譲受人は規模拡大をするために

譲受人の申出に応じたものです。売買による所有権の移転です。譲受人はこれま

でも市内の直売所に出荷しており、がんばっておられます。何ら問題はないと思

われます。 
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続いて４番の案件について、ご説明いたします。令和７年２月４日、農業委員

２名、事務局職員２名で現地確認を行いました。申請地は、３番の案件の近くに

あり、譲渡人は市外に居住し管理ができないことから、譲受人に申し出たもので

す。譲受人は３番と同じ方で、譲渡人の要望に応じ規模拡大を図るものです。贈

与による所有権の移転です。 

ご審議のほど、よろしくお願いします。 

 

議長（山田会長） 

続きまして、５番及び６番の案件につきまして、議席番号１４番、私、山田が

報告をいたします。 

 

山田正信委員 

議席番号１４番、山田です。まず、５番の案件について、ご報告いたします。

令和７年２月５日、農業委員２名、事務局職員１名で現地確認を行いました。申

請概要は、事務局の説明のとおりです。 

耕作の意思のない譲渡人が、購入予定であった譲受人の      によ 

り、     へ耕作を依頼したもので、売買による所有権の移転です。 

譲受人は、すでに耕作機械を所有しており、経験もあり、何ら問題ないと思わ

れます。ご審議のほど、よろしくお願いします。 

続いて６番の案件について、ご報告いたします。令和７年２月５日、農業委員

２名、事務局職員１名で現地確認を行いました。申請概要は、事務局の説明のと

おりです。 

新規に農業を開始したい譲受人が、地元不動産会社の仲介により、遠方に居住

し維持管理が困難な譲渡人から宅地と合わせて農地を取得するものです。売買

による所有権の移転です。許可後は、水稲と一部野菜を栽培する予定です。農作

業は保有機械と作業委託によりまかない、近隣農家との協調や指導を受けるこ

とが具体的に予定されており特別に問題ないと思われます。ご審議のほど、よろ

しくお願いします。 

 

議長（山田会長） 

続きまして、７番の案件につきまして、議席番号１０番、田上光義委員、報告

をお願いいたします。 

 

田上光義委員 

議席番号１０番、田上です。７番の案件について、ご説明いたします。令和７

年２月４日、農業委員２名、事務局職員２名で現地確認を行いました。譲受人は、
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不動産会社の仲介により取得するものです。申請地は、譲受人の自宅から          

の距離がありますが、農機具等も所有しており軽トラックで通作されるとの

ことです。さつまいもやジャガイモ等の野菜を栽培し、近くの直売所へ出荷され

る予定で何ら問題ないと思われます。 

ご審議のほど、よろしくお願いします。 

 

議長（山田会長） 

事務局及び担当委員の説明、報告が終わりましたので、これより質疑に入りま

す。質疑は、ございませんか。 

ないようですので、質疑を打ち切り採決します。 

それでは、「議案第１号 農地法第３条第１項の規定による許可について」、原案

のとおり「許可」とすることに賛成の委員の挙手を求めます。 

全員挙手と認めます。よって、原案のとおり「許可」とすることと決しました。 

 

議長（山田会長） 

次に、日程第２「議案第２号 農地法第４条第１項の規定による許可について」

をお諮りします。 

それでは、事務局の説明を求めます。 

 

事務局（藤山事務局長補佐） 

それでは、ご説明いたします。総会議案書３３ページをお開きください。 

１番、申請者、土地の所在等は、議案書に記載のとおりでございます。登記地

目は、田１筆の一部で、転用面積は、７０㎡、位置図は３５、３６ページ、公図

は３７ページ、土地利用計画図等は３８ページでございますが、３６ページの航

空写真と３７ページの公図が印刷の影響で確認しづらい資料となっておりまし

たので、タブレット端末でご確認ください。 

申請地は、ＪＲ山陰本線阿川駅から南西へ約５００ｍに位置する、農地で、令

和６年度第７回総会において、下関農業振興地域整備計画の変更について、ご審

議いただき承認いただいた農地で、令和７年２月６日付けで、農用地区域から除

外されたことから第２種農地となります。該当条文は、議案書記載のとおりで、

転用目的は、水路や合併浄化槽の設置、進入路の整備を目的に農家住宅の敷地拡

張を行うものでございます。 

申請理由につきましては、この度自宅を売却しようと考え調査したところ、前

土地所有者である  が汚水排水のために、農地法の許可を得ることなく、設置、

整備していたことが判明し、この度の申請に至ったものでございます。 

本件の一体利用地１筆は、申請者の所有地で、計画面積は、土地利用計画から
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みて適当であると判断いたしました。土砂の流出対策としては、申請地に隣接し

た農地が一部ございますが、既に進入路は整備され、既存の法面で分断しており

ます。汚水は、合併浄化槽で処理され、雨水とともに新設の私設水路から暗渠を

とおり農業用用排水路に放流されますが、地元の自治会長に説明がなされてお

り、周辺農地の営農には支障ないと判断しました。 

なお、本件は、先ほどもご説明いたしましたが、追認案件で、平成２４年頃に、

前所有者の  が農地法の許可なく土地利用計画どおり設置、整備していたこ

とから、現土地所有者である申請者から始末書が提出されております。 

本件は、「他に適当な土地がないため」、許可基準を満たしていると考えられま

す。 

総会議案書３４ページをお開きください。２番、説明の前に資料の訂正がござ

います。総会議案書に公図が漏れておりましたので、公図については、本日お配

りしております、追加資料でご確認ください。大変申し訳ございませんでした。 

それでは、ご説明いたします。 

申請者、土地の所在等は、議案書に記載のとおりでございます。登記地目は、

畑１筆で、転用面積は、４１㎡、位置図は、３９ページから４１ページ、公図は、

本日お配りした追加資料でご確認願います。土地利用計画図は４２ページとな

ります。 

申請地は、豊浦総合支所室津支所から東南東へ約４４０ｍに位置している、

「第３種農地」となります。該当条文は、議案書記載のとおりで、転用目的は、

住宅の敷地拡張でございます。 

申請理由につきましては、申請地は、狭く耕作ができないことから、庭として

整備し宅地の一部として利用するものでございます。本案件の一体利用地の１

筆は、申請者の所有地で、計画面積は、土地利用計画及び建ぺい率からみて適当

であると判断いたしました。申請地には、隣接した農地はなく、汚水は、合併浄

化槽で処理され、雨水とともに、河川に放流されることから、周辺農地の営農に

は支障ないと判断しました。本件は、「第３種農地」であるため、許可基準を満

たしていると考えられます。 

以上でございます。 

 

議長（山田会長） 

事務局の説明が終わりましたので、質疑の前に担当委員からの現地調査結果

の報告をお願いいたします。 

それでは、１番の案件につきまして、議席番号１８番、有田孝義委員、報告を

お願いいたします。 
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有田孝義委員 

議席番号１８番、有田です。１番の案件について、ご説明いたします。令和７

年２月５日、農業委員２名、事務局職員１名で現地確認を行いました。内容は、

事務局の説明のとおりです。現地は、合併浄化槽や水路が設置された違反転用の

状態でした。申請者の  が平成２４年頃に整備したものとのことで、一体利用

地の宅地と住宅を売却するため調査した 際、農地転用の手続を失念していた

もので、下関市農業委員会会長宛の始末書により今後このようなことがないよ

う法を順守すると宣言しており、致し方ないと判断いたしました。 

ご審議のほど、よろしくお願いします。 

 

議長（山田会長） 

続きまして、２番の案件につきまして、議席番号１０番、田上光義委員、報告

をお願いいたします。 

 

田上光義委員 

議席番号１０番、田上です。２番の案件について、ご説明いたします。令和７

年２月４日、農業委員２名、事務局職員２名で現地確認を行いました。申請地は、

細長い通路のような狭小地です。庭として整備し、宅地の一部として利用するも

のです。川の下流に位置する場所ですが、大雨が降ると冠水しそうな所です。何

ら支障はないと思われます。 

ご審議のほど、よろしくお願いします。 

 

議長（山田会長） 

事務局及び担当委員の説明、報告が終わりましたので、これより質疑に入りま

す。質疑は、ございませんか。 

ないようですので、質疑を打ち切り採決します。 

それでは、「議案第２号 農地法第４条第１項の規定による許可について」、

「許可」とすることに賛成の委員の挙手を求めます。 

全員挙手と認めます。よって、原案のとおり「許可」とすることと決しました。 

 

議長（山田会長） 

次に、日程第３「議案第３号 農地法第５条第１項の規定による許可について」

をお諮りします。 

審議にあたり、本来であれば、１番から３番までをお諮りするところですが、

１番の案件につきましては、日程第４「議案第４号 農地法第５条第１項による

許可案件の事業計画変更の承認について」の１番の承認が要件となることから、
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議案第４号の審議の際に一括でお諮りさせていただきます。 

それでは、２番及び３番の案件について、事務局の説明を求めます。 

 

事務局（藤山事務局長補佐） 

それでは、ご説明いたします。 

総会議案書４４ページをお開きください。２番、申請者、土地の所在等は、議

案書に記載のとおりでございます。登記地目は、田１筆の一部で、転用面積は、

４８０㎡、位置図は、４５、４６ページ、公図は、４７ページ、土地利用計画図

は、４８ページをご覧ください。申請地は、下関市役所勝山支所から、南東へ約

６５０ｍに位置している過去に農業公共投資の対象となっていない小集団の農

地で、「第２種農地」となります。転用目的は、自己用住宅でございます。 

申請理由につきましては、  に居住している譲受人が、    に位置して

いる  所有の申請地を選定し、土地所有者の      である譲渡人が応

じたもので、売買による所有権の移転となっております。 

本件には、一体利用地はなく、計画面積は、土地利用計画及び建ぺい率からみ

て適当であると判断いたしました。土砂の流出対策としては、申請地には隣接し

た農地が一部ございますが、矢板を設置する計画となっております。汚水は、合

併浄化槽で処理され、雨水とともに、道路側溝に放流されることから、周辺農地

の営農には支障ないと判断しました。本件は、「他に適当な土地がないため」、許

可基準を満たしていると考えられます。 

なお、本案件は開発許可と同時施行といたします。 

４４ページに戻りまして、３番、申請者、土地の所在等は、議案書に記載のと

おりでございます。登記地目は、田１筆で、転用面積は、２０８㎡、位置図は、

４９ページから５１ページ、公図は、５２ページ、土地利用計画図は５３ページ

をご覧ください。申請地は、下関市役所内日支所から南西へ約１．９ｋｍに位置

している、過去に農業公共投資の対象となっていない小集団の農地で、「第２種

農地」となります。転用目的は、農家住宅でございます。 

申請理由につきましては、    である貸付人が所有している宅地に農家

住宅の建築を計画しましたが、建築基準法の接道義務により宅地のみでは住宅

建築が困難なことからこの度の計画に至ったもので、使用貸借による権利の設

定となっております。本案件の一体利用地２筆は、貸付人の所有地で、計画面積

は、土地利用計画からみて適当であると判断いたしました。申請地に隣接した農

地はなく、汚水は、合併浄化槽で処理され道路側溝に、雨水は、新設の土水路か

ら道路側溝又は直接道路側溝に放流されることから、周辺農地の営農には支障

ないと判断しました。 

この度の転用については、下関土地改良区から、支障ない旨の内容が記載され
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た意見書が提出されております。 

本案件は、「他に適当な土地がないため」、許可基準を満たしていると考えられ

ます。 

以上でございます。 

 

議長（山田会長） 

事務局の説明が終わりましたので、質疑の前に担当委員からの現地調査結果

の報告をお願いいたします。 

それでは、２番の案件につきまして、議席番号５番、田﨑育子委員、報告をお

願いいたします。 

 

田﨑育子委員 

議席番号５番、田﨑です。２番の案件について、調査結果をご報告いたします。

令和７年２月４日、農業委員２名、事務局職員２名で現地を調査いたしました。

申請地は、       の側にある小集団の農地で、地目は田ですが耕作放棄

地になっていました。譲受人は現在、   に居住し勤務していますが、リモー

トワークが可能となり、      である申請地に自己用住宅を建築するこ

ととし、譲渡人は土地所有者の   である譲受人の申出に応じたものです。詳

細は、事務局から説明があったとおりです。隣接する農地は譲渡人の土地であり、

支障はないと思われます。 

ご審議のほど、よろしくお願いします。 

 

議長（山田会長） 

続きまして、３番の案件につきまして、議席番号７番、下田敏純委員、報告を

お願いいたします。 

 

下田敏純委員 

議席番号７番、下田です。３番の案件について、調査結果をご報告いたします。

令和７年２月１２日、農業委員２名、事務局職員２名で現地確認を行いました。

現地の地目は田ですが、畑として利用されていました。このたび、貸付人の娘婿

が既存の家屋を解体後、農家住宅を新築するにあたり、接道が必要となり転用の

申請をしたものです。借受人は貸付人の農業後継者であり、農作業を積極的に協

力しています。 

汚水は、合併浄化槽にて処理され、雨水ともども道路側溝に流されます。なお、

土地改良区とは事前協議済です。 

ご審議のほど、よろしくお願いします。 
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議長（山田会長） 

事務局及び担当委員の説明、報告が終わりましたので、これより質疑に入りま

す。質疑は、ございませんか。 

ないようですので、質疑を打ち切り採決します。 

それでは、「議案第３号 農地法第５条第１項の規定による許可について」、

「許可」とすることに賛成の委員の挙手を求めます。 

全員挙手と認めます。よって、原案のとおり「許可」とすることと決しました。 

 

議長（山田会長） 

次に日程第４「議案第４号 農地法第５条第１項による許可案件の事業計画

変更の承認について」をお諮りします。併せて、「議案第３号 農地法第５条第

１項の規定による許可について」の１番についてもお諮りします。 

なお、審議にあたり、議席番号  番、     委員が、農業委員会等に関

する法律第３１条「議事参与の制限」に該当しますので、  委員は、退席をお

願いします。 

（委員 退席） 

それでは、事務局の説明を求めます。 

 

事務局（藤山事務局長補佐） 

議案第４号１番、議案第３号１番についてご説明いたします。 

総会議案書、５４ページをお開きください。本件は、令和６年度第１回総会に

てご審議いただき、牛舎の建築を目的に、令和６年５月１日付けで、許可された

案件でございますが、農地転用許可後に、諸般の事情により、事業実施者の変更

に至ったもので、変更区分は、事業の承継、工事期間の延長、土地利用計画の変

更で、本件は、変更区分に事業の承継が含まれておりますので、合わせて、５条

許可申請が必要な案件となります。 

それでは、議案第３号１番にて、詳しくご説明いたします。 

総会議案書、４３ページをお開きください。説明の前に総会議案書の訂正がご

ざいます。総会議案書５５ページの位置図でございますが、誤った位置図をお示

ししておりましたので、本日お配りしております、位置図に差し替えをお願いい

たします。大変申し訳ございませんでした。 

それでは、ご説明いたします。 

申請者、土地の所在等は、議案書に記載のとおりでございます。登記地目は、

畑１筆で、転用面積は、５０３㎡、位置図は、５５、５６ページ、公図は、５７

ページ、土地利用計画図は５８ページをご覧ください。申請地は、下関市役所豊
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北総合支所田耕支所から、南東へ約２．１ｋｍに位置する、農業振興地域内の農

用地で、令和５年１２月１８日付けで、用途区分が、農地から農業用施設用地に

変更されております。転用目的は、牛舎の建築で、施設等の概要については、総

会議案書の、備考欄でご確認願います。申請理由については、省略させていただ

きます。 

本案件の一体利用地は、貸付人の所有地のみで、計画面積は、土地利用計画か

らみて、適当であると判断しました。申請地に隣接した農地はございません。 

家畜のふん尿は、汲み取り式で、雨水のみ、申請地内の新設水路から農業用用

排水路に放流されますが、水利組合組織、取水者もおらず、流下量にも変化がな

いことから、周辺農地への営農には支障ないと判断しました。 

この度の転用については、下関市豊北町土地改良区から、土地改良区の事業に

は、支障ない旨の内容が記載された意見書が提出されております。 

本件は、農用地を対象とした農地転用ではございますが、「農業振興地域の整

備に関する法律第８条第４項に規定する農用地利用計画において指定された用

途に供する場合」であるため、「農地法第５条第２項本文ただし書き」による農

用地利用計画において、指定された用途に供するため農地以外のものにしよう

とするものに該当し、許可基準を満たしていると考えられます。  

なお、議案第３号１番と議案第４号１番は、同時許可、同時承認となります。 

以上でございます。 

 

議長（山田会長） 

事務局の説明が終わりましたので、質疑の前に担当委員からの現地調査結果

の報告をお願いいたします。 

それでは、議案第４号１番及び議案第３号１番の案件につきまして、議席番号

１８番、有田孝義委員、報告をお願いいたします。 

 

有田孝義委員 

議席番号１８番、有田です。議案第４号１番及び議案第３号１番の案件につい

て、ご説明いたします。令和７年２月５日、農業委員２名、事務局職員１名で現

地確認を行いました。内容は、事務局の説明のとおりです。 

令和６年５月１日に転用許可がなされている案件ですが、事業の承継により、

農地法第５条の申請者が変わることと、土地利用計画の変更と工事期間の延長

も併せて申請があったものです。事業を承継し、借受人は貸付人の であり、今

後、畜産経営の後継者として期待されておりますし、土地利用計画の変更につい

ては、当初の計画から事務所と車庫の整備が無くなっておりますが、全体の計画

としては何ら問題となることはありませんので、計画変更承認と転用申請の許
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可について問題ないものと思われます。 

ご審議のほど、よろしくお願いします。 

 

議長（山田会長） 

事務局及び担当委員の説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。質

疑は、ございませんか。 

  

新久保委員 

３番の新久保です。議案第４号１番の申請者について、申請者が２名である理

由を教えてください。 

 

議長（山田会長） 

 事務局、お願いします。 

 

事務局（岡本主任） 

 お答えいたします。議案第４号１番の申請者につきましては、事業の承継がご

ざいますので、変更前の借受人と新たな借受人の２名での申請となっておりま

す。 

 

新久保委員 

 議案第３号１番は申請者１名となっていますので、変更も１名にはならない

のですか。 

 

事務局（岡本主任） 

 この案件は、使用貸借によるものですので、土地の所有者は変わっていないた

め、このような形となっております。県にも確認をいたしましたが、事業変更に

ついては、事業実施者が変更し、第５条第１項の許可については土地の所有者と

新たな借受人が申請することとなっております。 

 

議長（山田会長） 

質疑は、ございませんか。 

ないようですので、質疑を打ち切り採決します。 

それでは、「議案第４号 農地法第５条第１項による許可案件の事業計画変更

の承認について」、原案のとおり「承認」とすること及び「議案第３号 農地法

第５条第１項の規定による許可について」の１番の案件について、「許可」とす

ることに賛成の委員の挙手を求めます。 
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全員挙手と認めます。よって、原案のとおり決しました。 

なお、議案第３号１番の案件については、山口県ネットワーク機構の意見聴取

を行った後に許可とすることとします。 

それでは、  委員は着席をお願いいたします。 

（委員 着席） 

 

議長（山田会長） 

次に、日程第５「議案第５号 現況確認について」をお諮りします。 

それでは、事務局の説明を求めます。 

 

事務局（藤山事務局長補佐） 

それでは、ご説明いたします。 

総会議案書５９ページをお開きください。１番、申請者、土地の所在等は、議

案書に記載のとおりでございます。登記地目は、畑１筆で、面積は、１，８７１

㎡、申請地の位置図は、６１、６２ページ、公図は、６３ページ、合わせて、現

地調査時の写真をご覧ください。申請地は、下関市役所豊浦総合支所豊洋台支所

から南東へ、約１．７ｋｍに位置する土地で、隣接地との境界が確認できない筆

界未定地の土地でございます。その為、申請地の正確な位置が確認できませんで

したので、登記地目、山林の       番、法定外公共物も含め調査いたし

ました。 

令和７年２月４日に、農業委員２名、最適化推進委員１名と事務局職員２名で

現地調査を行いました結果、現地調査時の写真のとおり、申請地には至ることが

困難で山林に囲まれた孤立した土地と判断いたしましたので、現況確認書交付

事務取扱要領第５条第５号ア、イに該当し、「非農地」との判断になっておりま

す。 

５９ページに戻りまして、２番、申請者、土地の所在等は、議案書に記載のと

おりでございます。登記地目は、畑２筆で、合計面積は、２，０７８㎡、申請地

の位置図は、６４、６５ページ、公図は、６６ページ、合わせて、現地調査時の

写真をご覧ください。申請地は、下関市役所菊川総合支所から南東へ、約１ｋｍ

に位置する土地で、本件も隣接地との境界が確認できない筆界未定地の土地で

ございます。その為、申請地の正確な位置が確認できませんでしたので、登記地

目、畑の     番、法定外公共物も含め調査いたしました。 

令和７年２月３日に、農業委員２名、最適化推進委員１名と事務局職員１名で

現地調査を行いました結果、現地調査時の写真のとおり、申請地は、竹や灌木が

繁茂し、林野化した土地と判断いたしましたので、現況確認書交付事務取扱要領

第５条第３号アに該当し、「非農地」との判断になっております。 
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総会議案書６０ページをお開きください。３番、申請者、土地の所在等は、議

案書に記載のとおりでございます。登記地目は、田１筆で、面積は、７７３㎡、

申請地の位置図は、６７、６８ページ、公図は、６９ページでございますが、６

８ページの航空写真が印刷の影響で確認しづらい資料となっておりましたので、

タブレット端末でご確認ください。申請地は、下関市役所長府支所から北北西へ、

約２ｋｍに位置する土地でございます。 

令和７年２月４日に、農業委員２名、最適化推進委員１名と事務局職員２名で

現地調査を行い、現地調査時の写真のとおり、申請地は、山林化しておりました

ので、現況確認書交付事務取扱要領第５条第３号アに該当し、「非農地」との判

断になっております。 

６０ページに戻りまして、４番、申請者、土地の所在等は、議案書に記載のと

おりでございます。申請地は、登記地目、畑１筆で、面積は、８６㎡、申請地の

位置図は、７０ページから７２ページ、公図は、７３ページでございますが、本

件も７１、７２ページの航空写真が印刷の影響で確認しづらい資料となってお

りましたので、タブレット端末でご確認ください。申請地は、下関市役所豊北総

合支所粟野支所から南西へ、約３ｋｍに位置する、過去に土地改良法による換地

処分を受けた農地ではございますが、農業振興地域内白地の農地でございます

ので、現況確認書交付事務取扱要領の規定により、非農地としての認定が可能な

土地に該当いたします。 

令和７年２月５日に、農業委員２名、最適化推進委員１名と事務局職員１名で

現地調査を行い、申請地は、狭小・不整形な土地で、耕作することは困難な土地

と判断いたしましたので、現況確認書交付事務取扱要領第５条第４号に該当し、

「非農地」との判断になっております。 

６０ページに戻りまして、５番、申請者、土地の所在等は、議案書に記載のと

おりでございます。登記地目、畑１筆、面積は、１０２㎡、申請地の位置図は、

７４、７５ぺージ、公図は、７６、７７ページをご覧ください。申請地は、下関

市役所豊北総合支所田耕支所から南東へ、約４．２ｋｍに位置する土地でござい

ます。 

令和７年２月５日に、農業委員２名、最適化推進委員１名と事務局職員１名で

現地を確認いたしました。申請地は、公共事業に伴う残地で、面積の半分程度は

灌木が繁茂し、耕作困難な土地と判断いたしましたので、現況認書交付事務取扱

要領第５条第４号に該当するため、「非農地」との判断となっております。 

以上でございます。 

 

議長（山田会長） 

事務局の説明が終わりましたので、質疑の前に担当委員からの現地調査結果
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の報告をお願いたします。 

それでは、１番の案件につきまして、議席番号１０番、田上光義委員、報告を

お願いいたします。 

 

田上光義委員 

議席番号１０番、田上です。１番の案件について、ご報告いたします。令和７

年２月４日、農業委員２名、農地利用最適化推進委員１名、事務局職員２名で現

地調査をいたしました。現地は、旧農免道路から吉見と豊浦の境に信号がござい

ますが、そこから北側にあたる所です。道路から現地に至るまでの道が、どこを

通っていいかわからないような状況でした。写真のとおり、現地に至ることは困

難で山林に囲まれ孤立した土地と確認いたしましたので、「非農地」との判断に

なっております。 

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

議長（山田会長） 

それでは、２番の案件につきまして、議席番号１１番、河本隆一委員、報告を

お願いいたします。 

 

河本隆一委員 

 議席番号１１番、河本です。２番の案件について、ご報告いたします。令和７

年２月３日、農業委員２名、農地利用最適化推進委員１名、事務局職員１名で現

地調査をいたしました。現地は、竹や灌木が繁茂し、林野化しておりました。な

お、境界が非常に分かりにくいところで、赤線及び   番も含めて調査いたし

ました。畑に戻すことは非常に困難ということで「非農地」と判断いたしました。 

 ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

議長（山田会長） 

それでは、３番の案件につきまして、議席番号５番、田﨑育子委員、報告をお

願いいたします。 

 

田﨑育子委員 

議席番号５番、田﨑です。３番の案件について、ご報告いたします。令和７年

２月４日、農業委員２名、農地利用最適化推進委員１名、事務局職員２名で現地

調査をいたしました。申請地は、議案第１号の３番、４番に近い場所で、申請地

まで辿り着くまでの細い道には猪やシカの足跡がありました。申請地は１０年

以上耕作をしていないということで灌木等が繁茂し、山林化しておりました。全
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員一致で「非農地」と判断いたしました。 

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

議長（山田会長） 

それでは、４番の案件につきまして、議席番号１８番、有田孝義委員、報告を

お願いいたします。 

 

有田孝義委員 

議席番号１８番、有田です。４番の案件について、ご報告いたします。令和７

年２月５日、農業委員２名、農地利用最適化推進委員１名、事務局職員１名で現

地調査をいたしました。申請地は、平成９年に土地改良事業で畑として換地処分

された土地ですが、隣接する水田への進入路として利用され、道路敷地以外の所

は法面の状態であり、狭小で耕作できるような土地ではありませんでしたので、

「非農地」と判断いたしました。 

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

議長（山田会長） 

それでは、５番の案件につきまして、議席番号１５番、藤本康洋委員、報告を

お願いいたします。 

 

藤本康洋委員 

議席番号１５番、藤本です。５番の案件について、ご報告いたします。令和７

年２月５日、農業委員２名、農地利用最適化推進委員１名、事務局職員１名で現

地調査をいたしました。詳細については、事務局から説明のあったとおりです。

現地は、道路の側にあり、数十年前の道路の拡張工事による残地と思われる狭小

農地でした。また、農地の一部には、灌木が生えており、協議の結果、耕作困難

な土地と判断し、「非農地」と判定しました。 

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

議長（山田会長） 

事務局の説明及び担当委員の報告が終わりましたので、これより質疑に入り

ます。質疑はございませんか。 

ないようですので、質疑を打ち切り採決します。 

「議案第５号 現況確認について」、全て「非農地」とすることに賛成の委員

の挙手を求めます。 
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挙手多数と認めます。よって本議案は、原案のとおり決しました。 

 

議長（山田会長） 

次に日程第６「議案第６号 農業振興地域整備計画の変更に係る意見決定に

ついて」をお諮りします。 

それでは、事務局の説明を求めます。 

 

事務局（藤山事務局長補佐） 

それでは、ご説明いたします。 

総会議案書７８ページをお開きください。本案件は、農業振興地域整備計画の

変更を行うにあたり、農業振興地域の整備に関する法律に基づき、下関市長から

農業委員会へ意見を求められたものでございます。 

１番、申出者、土地の所在等は議案書に記載のとおりでございます。位置図は

７９、８０ページ、公図は、８１ページ、土地利用計画図は、８２ページをご覧

ください。申出地は、下関市役所豊浦総合支所から南東へ約１．３ｋｍに位置す

る農地で、除外後は、「第１種農地」となります。 

計画変更の理由は、土地所有者の    による農業者住宅建設のためでご

ざいます。本件は、農用地区域からの除外で、重要変更となります。 

７８ページに戻りまして、２番、申出者、土地の所在等は議案書に記載のとお

りでございます。位置図は８３、８４ページ、公図は、８５ページ、土地利用計

画図は、８６ページをご覧ください。申出地は、ＪＲ山陰本線福江駅から東北東

へ約６６０ｍに位置する農地で、除外後は、「第１種農地」となります。 

計画変更の理由は、農業用機械の一時保管場所等及び古民家カフェの来客者

等の駐車場を整備し貸し出すものでございます。本件は、農用地区域からの除外

で、重要変更となります。 

なお、申出地は、令和５年７月に耕作を目的に取得した農地で、一度も耕作さ

れておりませんが、第１０回総会でもご説明いたしましたが、農林水産省農村振

興局長からの農地転用許可事務の適正化及び簡素化についての通知に従い、除

外後に農地法の第４条許可申請がなされますが、その点については、致し方ない

と判断いたしております。 

また、本件については、議案書にも記載しておりますが、申出地は、令和６年

４月頃に造成し、砂利を敷き均し、農業用機械の一時保管場所として貸し出され

ており、農地法違反の状態となっておりますので、「農地法違反の状態を是正す

るよう求める」との意見を付して回答することといたします。 

以上でございます。 
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議長（山田会長） 

事務局の説明が終わりましたので、質疑の前に、担当委員に現地調査の結果の

報告をお願いします。 

それでは、１番の案件につきまして、議席番号９番、石田安男委員、報告をお

願いいたします。 

 

石田安男委員 

 議席番号９番、石田です。１番の案件について、ご説明いたします。令和７年

２月４日、農業委員２名、事務局職員２名で現地確認を行いました。内容は、事

務局の説明のとおりですが、申出者は、申請地の所有者の認定農業者の  で、

現在、     しており、兼業で農業をしています。このたび、農業者住宅を

建設するため、変更を申し出たものです。 

 申請地は、川棚温泉の西側の住宅地の端にあたる所です。現在の自宅の市道を

挟んで反対側の１，０７２㎡の  所有の農地で地目が田の一部を３００㎡分

筆し、贈与を受けて自宅を新築するための変更の申出です。住宅地に隣接してお

り、認定農業者の後継者でもあり、やむを得ないと思われます。 

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

議長（山田会長） 

続きまして、２番の案件につきまして、議席番号５番、田﨑育子委員、報告を

お願いいたします。 

 

田﨑育子委員 

議席番号５番、田﨑です。２番の案件について、ご説明いたします。令和７年

２月４日、農業委員２名、事務局職員２名で現地確認を行いました。申請地は、

ＪＲ山陰本線福江駅を旧農免道路方向に上った所にあり、令和５年７月に調査

に行った所です。申請者は、親戚所有の農地を相続し、耕作を目的として所有し

た農地ですが、すでに造成し砂利を敷き均し、田植え機等農業用機械の保管場所

になっていました。計画変更に必要な書類とともに、農業委員会会長宛に始末書

が添付されていました。致し方ないと思われます。 

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

議長（山田会長） 

事務局の説明及び地区委員の報告が終わりましたので、これより質疑に入り

ます。質疑はございませんか。 

ないようですので、質疑を打ち切り採決します。 
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それでは、「議案第６号 農業振興地域整備計画の変更に係る意見決定につい

て」、１番の案件については「意見なし」とし、２番の案件については「農地法

違反の状態を是正するよう求める」との意見を付して回答することに賛成の委

員の挙手を求めます。 

全員挙手と認めます。よって本議案について、１番の案件については「意見な

し」とし、２番の案件については、「農地法違反の状態を是正するよう求める」

との意見を付して回答することと決しましたので、その旨の回答を下関市長に

送付します。 

 

議長（山田会長） 

次に日程第７「議案第７号 地域計画案に係る意見決定について」をお諮りし

ます。 

それでは、事務局の説明を求めます。 

 

事務局（藤山事務局長補佐） 

それでは、ご説明いたします。 

総会議案書８７ページをお開きください。 

本案件は、「農業経営基盤強化促進法第１９条の規定に基づく農業経営基盤の

強化の促進に関する計画（地域計画）」の策定を行うにあたり、下関市長から農

業委員会へ意見を求められたものでございます。 

このたび、３２地区分の下関市地域計画（案）が作成され、関係機関に意見聴

取が行われております。今後のスケジュールとしては、意見聴取の後、市長部局

において計画（案）の公告縦覧を２週間行い、３月末に計画を策定、公告するこ

ととなっております。 

以上でございます。 

 

議長（山田会長） 

事務局の説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。質疑はございま

せんか。 

ないようですので、質疑を打ち切り採決します。 

それでは、「議案第７号 地域計画案に係る意見決定について」、「意見なし」

と回答することに賛成の委員の挙手を求めます。 

全員挙手と認めます。よって本議案については、「意見なし」と回答すること

と決しましたので、その旨の回答を下関市長に送付します。 

 

議長（山田会長） 
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次に日程第８「議案第８号 農業経営基盤強化促進法等の一部を改正する法

律（令和４年法律第５６号）附則第５条により改正前の農業経営基盤強化促進法

第１８条第１項の規定による農用地利用集積計画の決定について」をお諮りし

ます。 

それでは、事務局の説明を求めます。 

 

事務局（藤山事務局長補佐） 

ご説明いたします。 

総会議案書８８ページをお開きください。１番、この案件は、令和７年２月２

８日公告予定分に係る決定でございます。詳細につきましては、８９ページから

９２ページの「１．農用地利用集積計画一覧表（令和７年２月２８日公告予定

分）」をご覧ください。 

別紙「議案第８号関係資料」の１ページから３ページに、地区別の利用権設定

面積の一覧表、田畑の新規更新別の一覧表、期間別の一覧表をお示ししておりま

す。 

いずれの案件も、計画内容は「下関市農業経営基盤強化の促進に関する基本的

な構想」に適合し、農業経営基盤強化促進法等の一部を改正する法律附則第５条

により改正前の農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしてい

ると考えられます。 

以上でございます。 

 

議長（山田会長） 

事務局の説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。質疑は、ござい

ませんか。 

ないようですので、質疑を打ち切り採決します。 

「議案第８号 農業経営基盤強化促進法等の一部を改正する法律（令和４年

法律第５６号）附則第５条により改正前の農業経営基盤強化促進法第１８条第

１項の規定による農用地利用集積計画の決定について」、賛成の委員の挙手を求

めます。 

全員挙手と認めます。よって本議案については、原案のとおり決定しましたの

で、その旨を下関市長へ通知することといたします。 

 

議長（山田会長） 

次に、日程第９「議案第９号 農用地利用集積等促進計画（一括）の策定要請

について」をお諮りします。 

なお、農業委員会等に関する法律第３１条「議事参与の制限」に、議席番号   
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番、   委員、議席番号 番、    委員、議席番号 番、    委員、

議席番号 番、    委員、議席番号 番、   委員、議席番号  番、      

委員、議席番号 番、    委員、議席番号  番、   委員、そし

て、議席番号  番、    の合計９名が該当しています。 

通常であれば、該当委員にはここで退席をお願いするところですが、今回は委

員総数１８名に対して９名もの対象者がおりますので、全員が説明を受けたの

ち、質疑及び採決を本局担当地区と北部支局担当地区に分けて実施したいと思

います。 

よって、本局担当地区に該当する委員３名、また北部支局担当地区に該当する

委員６名には、質疑の前に、それぞれ退席をお願いしたいと思います。よろしい

でしょうか。 

（はい、との声あり） 

出席委員全員、承諾のようですので、事務局の説明を求めます。 

 

事務局（藤山事務局長補佐） 

説明の前に総会議案書の関係資料において訂正がございます。 

議案第９号関係資料①の農用地利用集積等促進計画（一括）一覧表により、令

和７年４月１日開始の利用権設定をお示ししておりますが、表のいちばん右側

に「意見決定」という欄がございます。これは不要な欄となりますので、１２９

ページすべてにおいて、表の一番右の「意見決定」の欄を削除ということでお願

いいたします。大変申し訳ございませんでした。 

それでは、ご説明いたします。 

総会議案書９３ページをお開きください。この案件は、農地中間管理事業の推

進に関する法律第１８条第１１項の規定により、山口県農地中間管理機構に対

し、農用地利用集積等促進計画を定めることを要請するものであります。 

促進計画（一括）の内容としましては、議案第９号関係資料①に示す「利用権

設定」となります。 

令和７年４月１日に開始する利用権設定については法律の定めにより、今ま

で行っていたいわゆる「相対の利用権」が貸し手と借り手の間に農地中間管理機

構を入れた３者契約となる「一括方式」に変更され、「農用地利用集積計画」が

「農用地利用集積等促進計画（一括）」となり、「集積計画の決定」を総会にお諮

りしていたものが「促進計画（一括）の策定要請」を機構に対し行うことの承認

についてお諮りするものとなりました。  

今後の事務処理ですが、議案についてご承認いただいたのちに山口県農地中

間管理機構に対し「策定要請」を行い、山口県農地中間管理機構から下関市長に

対し「認可申請」が行われ、市において認可・公告を行って利用権設定の効力が
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開始されるものとなります。 

利用権設定の面積の集計として別紙「議案第９号関係資料②」の１ページから

３ページに、地区別の利用権設定面積の一覧表、田畑の新規更新別の一覧表、期

間別の一覧表をお示ししております。 

以上でございます。 

 

議長（山田会長） 

事務局の説明が終わりましたので、これより２地区に分けて質疑及び採決に

入ります。 

まず、本局担当地区から実施しますので、該当委員は退席願います。 

（本局担当地区の該当委員 退席） 

  

それでは、日程第９「議案第９号 農用地利用集積等促進計画（一括）（本局

担当地区分）の決定について」質疑はございませんか。 

ないようですので、質疑を打ち切り採決します。 

それでは、「議案第９号 農用地利用集積等促進計画（一括）（本局担当地区分）

の策定要請について」、原案のとおり「承認」とすることに賛成の委員の挙手を

求めます。 

 

全員挙手と認めます。 

よって、本議案の本局担当地区分については、原案のとおり「承認」と決しま

したので、農地中間管理機構である、公益財団法人やまぐち農林振興公社に農用

地利用集積等促進計画（一括）の策定について要請いたします。 

本局担当地区の該当委員は、着席願います。 

 （本局担当地区の該当委員 着席） 

 

続きまして、北部支局担当地区分について同様に質疑及び採決を実施いたし

ます。 

該当委員は退席願いますが、     していることから、「下関市農業委員

会総会会議規則第６条」及び「下関市農業委員会規程第３条」に基づき、議長の

職務を会長職務代理者の田﨑育子委員に代理してもらいます。 

田﨑職務代理は、議長席に移動願います。 

また、北部支局担当地区の該当委員は、退席願います。 

（田﨑職務代理 議長席へ移動） 

（北部支局担当地区の該当委員 退席） 
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議長（田﨑育子職務代理） 

議長を交代します。宜しくお願いします。 

 

それでは、日程第９「議案第９号 農用地利用集積等促進計画（一括）（北部

支局担当地区分）の決定について」、質疑はございませんか。 

ないようですので、質疑を打ち切り採決します。 

「議案第９号 農用地利用集積等促進計画（一括）（北部支局担当地区分）の

策定要請について」、原案のとおり「承認」とすることに賛成の委員の挙手を求

めます。 

 

全員挙手と認めます。よって本議案の北部支局担当地区分は、原案のとおり

「承認」と決しましたので、農地中間管理機構である、公益財団法人やまぐち農

林振興公社に農用地利用集積等促進計画（一括）の策定について要請いたします。 

議案第９号の審議が終了いたしました。 

 

北部支局担当地区の該当委員は、着席願います。 

（北部支局担当地区の該当委員 着席） 

 

それでは、山田会長と議長を交代いたします。ご協力ありがとうございました。 

 （山田会長は議長席へ、田﨑職務代理は自席へ） 

 

議長（山田会長） 

次に、日程第１０「報告第１号」から日程第２０「報告第１１号」までを一括

して、事務局より報告を求めます。 

 

事務局（佐々本事務局次長） 

ご報告いたします。以降、着座にてご報告いたします。 

総会報告書１から５ページ、報告第１号「農地法第３条の３第１項の規定によ

る届出について」は、１７件ございました。 

６ページ、報告第２号「農地法第４条第１項第７号の規定による転用届出につ

いて」は、１件ございました。 

内容につきましては、記載のとおりでございます。書類等そろっておりました

ので、専決により、受理通知書を交付いたしました。 

７から８ページ、報告第３号「農地法第５条第１項による許可案件の事業計画

変更の承認について」は、３件ございました。 

簡易な事項についての処理に関することにより専決により承認いたしました。 
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２６ページ、報告第４号「農地法第５条第１項第６号の規定による転用届出に

ついて」は、４件ございました。 

内容につきましては、記載のとおりでございます。書類等そろっておりました

ので、専決により、受理通知書を交付いたしました。 

２７ページ、報告第５号「農地法の規定による転用届出の取下げについて」は、

１件ありました。 

内容につきましては、記載のとおりでございます。報告第２号１番案件の取下

げになります。 

２８から２９ページ、報告第６号「農地台帳への登録について」 

内容につきましては、記載のとおりでございます。農業委員による現地確認を

行い、申出地を農地と認定しましたので、土地台帳に登録いたしました。 

３０から３５ページ、報告第７号「農地法第１８条第６項の規定による通知に

ついて」は、利用権で設定されていた賃貸借の合意解約が２５件ございました。

内容につきましては、記載のとおりでございます。 

３６ページ、報告第８号「農地の転用事実に関する照会及び証明について」は

２件ございました。 

内容につきましては、記載のとおりでございます。 

１番につきましては、農業委員による現地確認は終了しており、提出された書

類にて農地以外である旨が確認できましたので、証明証を交付いたしました。 

２番につきましては、令和７年１月２３日に農業委員２名、最適化推進委員１

名と事務局職員２名で現地調査を行いました結果、議案書記載のとおり「非農地」

と判断いたしましたので、専決により、令和７年１月２８日付けで、その旨を回

答いたしました。 

３７ページ、報告第９号「令和６年度農地利用状況調査に係る非農地判断未了

農地について」でございます。 

内容につきましては、別紙「令和６年度農地利用状況調査による非農地判断未

了農地一覧表」のとおりでございます。 

現地が非農地状態であった農用地区域内の農地について、市長部局と協議を

行った結果、非農地判断について支障があるとされた農地について非農地判断

未了とするものです。 

３９ページ、報告第１０号「令和６年度第１０回総会議案第３号の審議案件の

訂正について」でございます。 

詳しくご説明いたします。 

報告書にも記載しておりますが、下関市農業委員会総会日であります、令和７

年１月１６日以前の、令和７年１月１４日に、下関市役所安岡支所が申請地から、 

５００ｍ以内に移転していたことから、農地の区分及び農地区分と転用目的の
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適合性に誤りがあったものでございます。 

農地区分についてご説明いたします。 

報告書にも記載しておりますが、申請地は、ＪＲ山陰本線安岡駅から、東へ約

１ｋｍに位置する過去に農業公共投資の対象となっていない集団性のある「第

１種農地」ではなく、正しくは、下関市役所安岡支所から、北東へ約４６０ｍに

位置する「第２種農地」となります。 

申請地は、過去に農業公共投資の対象となっていない集団性のある農地には

変わりはございませんが、安岡支所から概ね５００ｍ以内の位置にありますの

で、第２種農地の要件に該当し、「第２種農地」が正しい判断となります。 

大変申し訳ございませんでした。 

４０ページ 報告第１１号「令和７年度下関市農業施策に関する意見書に対

する回答について」でございます。 

令和６年８月２６日に山田会長と田﨑会長職務代理者から市長へ、「農業施策

に関する意見書」の提出を行いましたが、２月４日付けで回答がありましたので

ご報告いたします。 

４１ページから４４ページをご覧ください。 

意見書に記載の要望内容の、（１）「新規就農者・担い手確保の市の独自支援に

ついて」は、市独自の施策として、令和６年度から開始した「親元就農経営改善

支援事業及び中高年移住就農支援事業」について、事業継続を検討していくとの

回答となっております。（２）「鳥獣被害防止対策の強化について」は、単市柵の

設置事業について、必要な予算の確保に努めるとの回答となっております。（３）

「生産コストの高騰に対する支援について」は、国の「重点支援地方交付金」を

活用した「農業における物価高騰対策支援」を実施していきたいとの回答となっ

ております。 

以上、ご報告いたします。 

 

議長（山田会長） 

事務局の報告が終わりました。 

ただいまの報告第１号から第１１号につきまして、ご意見、ご質問等ございま

せんか。 

ないようですので、以上をもちまして「令和６年度第１１回定例総会の閉会」

を宣告いたします。 

 

 

（終了時刻１１時１５分） 
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上記の議事録は正確と認め署名する。 

 

 

議長                             

 

 

署名委員                           

 

 

署名委員                           


